
教科書

電気回路関連科目

必修 / 選択 授業形態 開講時期

担　当　教　員 【常勤】成島和男，碇智徳，三澤秀明

総時間数

－ 実験

科目名 電気工学実験実習Ⅰ（Laboratory Works on Electrical Engineering Ⅰ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数

学　習　到　達　目　標

第2学年 電気工学科 履修 4 単位

科目の到達
目標レベル

（１）電気工学の基礎理論について実験・実習・演習を通じて習得する。
（２）各種実験機器の使用方法と実験方法及び実験を安全に行うための基礎知識を習得する。
（３）実験結果を実験レポートとしてまとめることができる。
（４）実験結果を工学的に考察し、説明できる。

通年
120 時間

180 分/週

学習・教育目標 （A） JABEE基準１（２） －

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

達　成　度　評　価　（％）

口頭 成果品
                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト

関連科目の教科書、電気工学ハンドブック（電気学会／電気書院）補助教材等

自作した実験書を使用する

ポート
フォリオ

その他 合計

100

レポート

100

知識の基本的な理解
【知識･記憶，理解レベ
ル】

◎

総合評価割合

思考・推論・創造への
適用力
【適用，分析レベル】

◎

汎用的技能
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

学　習　上　の　留　意　点　，　学　習　上　の　助　言

実験は、技術者にとって、必要不可欠な仕事である。従って、将来、技術者を目指す諸君にとって実験は、重要科目で
ある。また、高価な設備を使用するため、独学は困難である。これらのことをよく考え、実験に対して、決して、おろそか
な態度をとってはならない。特に実験中の傍観は、絶対に禁物である。なお、この授業の概要は、以下のとおりである。
（前期）
電子工作（テスタの製作）を通して、回路製作技術を養う。さらに電気回路の基礎理論についての実験を行い、テスタを
使用した測定技術を習得するとともに、計算と実測の違いについて学ぶ。
（後期）
直流回路の基礎理論についての実験を行い、電圧計、電流計を用いた測定技術を習得するとともに、データ整理、報
告書のまとめ方も習得する。また、交流回路についての実験を行い、インダクタンスと静電容量の働きを理解するととも
に、オシロスコープの測定技術を習得する。

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

実験実習の心得
実験実習について、スケジュール・注意事項等
についての説明を行う。

実験実習についての注
意事項を読み返し、復
習する

テスタの製作①
テスタの作製を通して、電気部品の種類の確認
とはんだ付けの方法を習得する。

レポートを作成する。

テスタの製作②
テスタを作製し、完成したテスタの動作確認を
行う｡

同上

テスタの製作③
第３回に引き続き、テスタを作製し、完成した
テスタの動作確認を行う｡また、テスタの使用
方法を習得する。

同上

抵抗の直列接続と分電圧
直列接続された抵抗の合成抵抗と各抵抗の
分電圧を求める方法を習得する。

同上

抵抗の並列接続と分路電流
並列接続された抵抗の合成抵抗と各抵抗の
分路電流を求める方法を習得する。

同上

演習 電気回路の復習と演習（中間試験前）

授業中、わからなかっ
た問題を解きなおし、
さらに実習との関連に
ついて考察する。

直並列接続の合成抵抗
直並列接続された抵抗の合成抵抗を求める方法
を習得する。

レポートを作成する。

直並列回路の電圧・電流
直並列接続された抵抗の合成抵抗と分電圧、
分路電流を求める方法を習得する。

同上

キルヒホッフの法則
キルヒホッフの法則を用いて、複数の電源を含
む回路の電圧・電流を求める方法を習得する。

同上

Δ－Ｙ変換
Δ接続された抵抗を含む回路の電圧・電流を解
析する方法を習得する。

同上

有効数字と誤差 有効数字の取り扱いを習得する。 同上

直流電流・電圧の測定
直流電圧計・電流計を用いた測定を通して、機
器の特性、誤差と誤差率について理解し、併せ
て、有効数字の取り扱い方を習熟する。

同上

演習 電気回路の復習と演習（期末試験前）

授業中、わからなかっ
た問題を解きなおし、
さらに実習との関連に
ついて考察する。

まとめ 全体の学習事項のまとめを行う｡

実験実習Ⅰ並びに本授
業に関連のある電気回
路Ⅰについての総復習
を夏休みに行う。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

実験実習の心得
スケジュール及び注意事項等について理解する。
また、レポートのまとめ方の概要を理解する。

レポート作成方法につい
て、実験テキストp.1-6を
予習する。

電流計の内部抵抗と分流器
分流器を理解し、多レンジ電流計の原理について
理解する。

分流器について、実験テ
キストp.7-8を予習する。

電圧計の内部抵抗と倍率器
倍率器を理解し、多レンジ電圧計の原理について
理解する。

倍率器について、実験テ
キストp.9-10を予習す
る。

直流電力の測定
直流電圧計・電流計を用いた直流電力の測定を通
して、回路の組み方と誤差との関係について理解
する。

直流電力について、実験
テキストp.11-12を予習す
る。

重ね合わせの理 重ね合わせの理について実験を通して理解する。
重ね合わせの理につい
て、実験テキストp.13-14
を予習する。

電気回路演習① 演習により電気回路の計算ができる。

オシロスコープ②
・位相測定（RL直列回路）

抵抗とインダクタンスの電流・電圧の関係を測定
し、インダクタンスの働きを理解する。

RL直列回路について、
実験テキストp.27-30を
予習する。

相反の定理 相反の定理について実験を通して理解する。
相反の定理について、実
験テキストp.15-16を予
習する。

テブナンの定理 テブナンの定理について、実験を通して理解する｡
テブナンの定理につい
て、実験テキストp.17-18
を予習する。

直流ブリッジ回路
ブリッジ回路の平衡条件について、実験を通して理
解する｡

ブリッジ回路について、
実験テキストp.19-20を
予習する。

オシロスコープ①
・直流と交流

オシロスコープの原理を理解するとともに、使い方
を習得する。直流と交流の違いを理解する。

オシロスコープについ
て、実験テキストp.21-26
を予習する。

総　授　業　時　間　数 120 時間

電気回路演習② 演習により電気回路の計算ができる。

学習事項（後期分）のまとめ
授業改善アンケートの実施

学習事項（後期分）のまとめを行う。

オシロスコープのまとめ

オシロスコープ③
・位相測定（RC直列回路）

抵抗とコンデンサの電流・電圧の関係を測定し、静
電容量の働きを理解する。

RC直列回路について、
実験テキストp.31-32を
予習する。

オシロスコープの操作方
法について、予習する。

オシロスコープの操作方法についてのまとめと確
認を行い、実験手順書を作成できる。


